
団
員
の
思
い
一
つ
に
標
的
へ
向
か
う

平
成
25
年
度
長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　

平
成
25
年
度
長
島
町

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
７
月
７
日
、
蔵
之
元

漁
港
で
あ
り
ま
し
た
。

　

火
災
現
場
を
想
定
し

て
、
消
防
技
術
を
競
い

合
う
本
大
会
に
、
町
内

の
11
分
団
か
ら
、
ポ
ン

プ
車
の
部
に
11
チ
ー

ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
22
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。
出
場
し
た
選

手
た
ち
は
、
操
作
の
速

さ
や
確
実
な
動
作
、
器

具
の
取
り
扱
い
な
ど
を

競
い
ま
し
た
。

　

出
場
を
控
え
た
選
手

た
ち
の
表
情
に
は
緊
張

し
た
様
子
が
う
か
が
え

ま
し
た
が
、
緊
張
を
ほ

ぐ
す
よ
う
に
仲
間
た
ち

か
ら
声
が
か
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

［
総
合
の
部
］

優
勝　

城
川
内
分
団

２
位　

諸
浦
分
団

３
位　

指
江
分
団

［
ポ
ン
プ
車
の
部
］

優
勝　

城
川
内
分
団

２
位　

諸
浦
分
団

３
位　

蔵
之
元
分
団

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

優
勝　

浦
底
分
団
福
ノ
浦
班

２
位　

城
川
内
分
団
唐
隈
班

３
位　

獅
子
島
分
団
湯
ノ
口
班

個
人
賞

［
ポ
ン
プ
車
の
部
］

指
揮
者　

米
尾　

定
固

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
）

１
番
員　

竹
山　

隆
二

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
）

２
番
員　

宮
内
也
寸
志

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
）

３
番
員　

白
石　

隆
浩

　
　
　
　
（
諸
浦
分
団
）

４
番
員　

生
田　

俊
祐

　
　
　
　
（
諸
浦
分
団
）

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

指
揮
者　

増
田　

卓
也

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）

１
番
員　

棚
崎　

博
也

　
　
　
　
（
川
床
分
団
塩
追
班
）

２
番
員　

梅
川　

昭
太

　
　
　
　
（
獅
子
島
分
団
湯
ノ
口
班
）

３
番
員　

宮
脇　

和
彦

　
　
　
　
（
浦
底
分
団
福
ノ
浦
班
）

火点をめがけて駆
け出す指揮者 息を合わせて吸管を伸ばす

↑標的を狙い放水する選手たち

勇ましく鳶口を構える

大
会
成
績

　

覚
悟
を
決
め
て
待
機

線
に
並
ぶ
と
、
静
ま
り

返
っ
た
場
内
に
指
揮
者

の
号
令
が
響
き
渡
り
、

要
員
た
ち
は
指
揮
に
従

い
機
敏
な
動
作
を
見
せ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
約

２
カ
月
に
わ
た
り
、
毎

日
夜
遅
く
ま
で
練
習
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。
競
技
の
後
に
は
、

練
習
の
成
果
が
発
揮
で

き
ず
唇
を
か
み
し
め
る

人
も
い
ま
し
た
が
、
や

が
て
緊
張
の
糸
が
ほ
ぐ

れ
、
安
堵
の
表
情
に
変

わ
り
、
そ
の
一
つ
一
つ

に
あ
た
た
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

↑指揮者の号令で一斉に操作を開始する団員ら

視線をそらさず筒先を交代
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